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ることができる．本稿では本ガス化炉の開発に当たって主
に取り組んだガス化炉内の粒子滞留時間予測手法について
述べる．
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二塔式ガス化炉 炉測子 発は 留 る． は にに二にに主子 き 内ス 留 開二子 がと当法に二 き は 内二組は 開 たにた二主
炉炉 ゔ
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スケールアップに伴い混合拡散の影響が小さくなっていく
ことが理由と考えられる．ただし，幅 18 m のような大き
な流動倉なって ら 由




